









































腿骨骨欠損部にペーストを注入し 1日、 3週、 6週後に骨ーペースト聞の明断強度を測定した。
粘弾性試験においては粉液比が大きいほどより早く硬化することが定量的に示された。粉液比が2.5、3.0、
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3.5の)1闘に、仕縮強さは26.8:t6.2、43.4土1.2、50.2:t4.3¥tlPa、曲げ.強さは6.3:1:0.6、9.3:!:1.0、10.5土1.1Mpa
と粉液比が大きくなると圧縮強さ、曲げ強さとも有意に大きくなった。また骨ーペースト聞の鍔断強度は
3週、 6週後では粉液比が大きいほうがより強い錨着力を示す傾向にあった。
リン酸カルシウム骨ペーストの粉液比が硬化までの問の粘弾性の変化、硬化後のプJ学的強度、さらに骨
への錨着力に影響を与えることが示され、臨床応用に際しては粉液比の設定にも配慮をしなければならな
いと考えられる。
以上の研究はリン酸カルシウム骨ペーストの臨床応用に際し新たな知見を加えるものである。よってみ;
研究者は、博士(医学)の学位を授うされるに値すると認められる。
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